
?!（4面～6面）２月２6日、２７日、３月 ９日、１０日
※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（み ら い）　みらいのこがねい
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市 民 会 議）　こがねい市民会議

（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（改 革 連 合）　改革連合
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会
（緑・つながる）　緑・つながる小金井

今号から、各議員の記事にＱＲコードの掲載を開始しました。
スマートフォン等で読み取ると、YouTubeでご覧いただくことができます。
また、答弁者の表記を「部長」、「課長」等と簡略化しました。

鈴
木
成
夫

（
み
ら
い
）

施
政
方
針
の
実
現
に
向
け
た

具
体
的
取
組
に
つ
い
て
、
市
長

の
見
解
を
問
う
。
ア
障
害
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
共
に
学
び
共

に
生
き
る
社
会
を
目
指
す
小
金

井
市
条
例
施
行
に
よ
っ
て
生
じ

た
好
事
例
を
市
民
に
紹
介
し
、

表
彰
し
な
い
か
。
イ
障
が
い
児

や
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
ニ

ー
ズ
を
満
た
す
た
め
、
児
童
発

達
支
援
事
業
と
居
宅
訪
問
型
保

育
を
組
み
合
わ
せ
た
障
が
い
児

保
育
を
実
施
し
な
い
か
。

市
長　

ア
中
学
３
年
生
の
女

子
生
徒
の
人
権
作
文
は
、
全
国

70
万
点
の
応
募
の
中
で
５
位
と

な
り
、
法
務
大
臣
政
務
官
賞
を

受
賞
し
た
。
市
の
条
例
を
引
用

し
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
思

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

❶
庁
内
で
の
業
務
ミ
ス
に
よ

り
発
生
す
る
案
件
へ
の
対
策
に

つ
い
て
。
ア
新
聞
報
道
さ
れ
た

事
案
は
、
庁
内
で
共
有
で
き
る

シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
は
な
い
か
。

イ
昨
年
10
月
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、

基
本
方
針
も
定
め
た
が
、
今
後

の
取
組
は
。
ウ
様
々
な
事
案
に

対
応
す
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
作
成
し
て
い
る
か
。
エ
記

録
の
保
存
や
事
件
発
生
時
の
報

告
フ
ロ
ー
作
成
等
は
、
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委
員
会
で
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。
オ
想
定

さ
れ
る
事
項
の
洗
い
出
し
を
。

部
長　

ア
職
員
の
個
人
情
報

に
係
る
問
題
も
あ
り
、
庁
内
で

共
有
す
る
た
め
の
記
録
は
行
っ

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

❶
学
童
保
育
の
大
規
模
化
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
施
設
増

設
を
決
断
し
、
指
導
員
の
処
遇

と
設
備
面
の
改
善
を
。
ア
全
入

制
は
今
後
も
維
持
す
る
の
か
。

イ
定
員
よ
り
40
名
以
上
超
過
し

て
い
る
所
を
優
先
す
る
と
い
う

市
長
答
弁
か
ら
、
み
ど
り
学
童

保
育
所
と
ま
え
は
ら
学
童
保
育

所
を
優
先
的
に
整
備
す
る
の
か
。

ウ
み
ど
り
学
童
保
育
所
は
限
界

で
あ
る
。
浴
恩
館
公
園
南
側
の

活
用
な
ど
を
決
断
す
べ
き
。

部
長　

ア
全
入
維
持
は
市
長

の
方
針
で
あ
る
。
イ
み
ど
り
、

ま
え
は
ら
学
童
保
育
所
も
含
め

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。
ウ
提

案
も
踏
ま
え
て
対
応
に
努
め
る
。

❷
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
平

紀　

由
紀
子

（
公
明
党
）

令
和
元
年
11
月
７
日
、
厚
生

労
働
省
に
て
「
＃
助
け
て
多
胎

育
児
緊
急
記
者
会
見
」
が
行
わ

れ
、
全
国
の
多
胎
児
家
庭
の
実

態
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
で
壮

絶
な
多
胎
児
家
庭
の
実
態
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
多
胎
育
児
中

に
辛
い
と
感
じ
た
場
面
は
「
外

出
、
移
動
が
困
難
な
と
き
」
が

89
・
１
％
、「
自
身
の
睡
眠
不

足
・
体
調
不
良
時
」
が
77
・
３

％
で
、
多
胎
育
児
の
当
事
者
の

93
・
２
％
が
「
気
持
ち
が
ふ
さ

ぎ
込
ん
だ
り
、
子
ど
も
に
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
感
情
を
持
っ
た
こ
と

が
あ
る
」
と
回
答
し
、
虐
待
す

る
気
持
ち
も
分
か
る
と
の
声
も

あ
っ
た
。
荒
川
区
で
は
、
既
に

タ
ク
シ
ー
利
用
料
や
一
時
保
育

料
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
国

や
東
京
都
で
も
、
令
和
２
年
度

の
予
算
案
に
、
子
育
て
支
援
と

し
て
多
子
・
多
胎
児
世
帯
支
援

も
盛
り
込
ま
れ
た
。
本
市
と
し

て
も
、
多
胎
児
家
庭
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

に
応
え
、
補
助
金
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
多
胎
児
家
庭
へ
の
支

援
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
ア

保
育
の
必
要
性
認
定
基
準
に
多

胎
児
を
育
て
て
い
る
家
庭
を
追

加
し
な
い
か
。
イ
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
利
用
支
援
事
業
を
行
わ
な

い
か
。
ウ
タ
ク
シ
ー
利
用
料
の

助
成
を
し
な
い
か
。

部
長　

ア
市
独
自
の
取
組
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
。
イ
精
査

し
て
ま
い
り
た
い
。
ウ
他
市
状

況
も
踏
ま
え
て
調
査
し
た
い
。

市
長　

担
当
と
支
援
の
在
り

方
等
を
考
え
て
い
き
た
い
。

て
い
な
い
。
イ
業
務
に
関
す
る

全
庁
的
な
ル
ー
ル
の
設
定
、
各

課
の
事
務
点
検
等
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
ウ
例
え
ば
、
車
両
事

故
発
生
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
は
策
定
し
て
お
り
、
全
庁

に
周
知
し
て
い
る
。
エ
議
員
の

意
見
も
参
考
に
し
て
取
り
組
む
。

オ
他
市
の
取
組
を
参
考
に
す
る
。

❷
ア
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業

の
開
催
日
時
や
回
収
受
付
場
所

を
増
や
せ
な
い
か
。
イ
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
所
を
継
続
し
、
リ
ユ

ー
ス
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

市
民
と
意
見
交
換
を
す
べ
き
。

部
長　

ア
社
会
福
祉
協
議
会

に
要
望
中
で
あ
る
。
ご
み
対
策

課
で
の
受
付
は
難
し
い
。
イ
本

年
８
月
下
旬
ま
で
事
業
継
続
が

可
能
で
あ
る
。
意
見
交
換
の
方

法
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

い
を
つ
づ
っ
た
作
文
で
あ
り
、

児
童
・
生
徒
向
け
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
読
ん
だ
こ
と
が
き
っ
か

け
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
条
例

の
広
が
り
と
い
う
意
味
で
は
と

て
も
良
い
事
例
で
あ
る
。
個
人

や
市
内
事
業
者
の
合
理
的
配
慮

の
取
組
を
表
彰
す
る
提
案
は
、

良
い
提
案
で
あ
る
と
思
う
た
め
、

今
後
研
究
・
検
討
し
た
い
。
イ

様
々
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
中
、
合

理
的
配
慮
を
含
め
、
医
療
的
ケ

ア
児
の
対
応
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
だ
が
、

こ
の
分
野
は
経
験
や
専
門
的
見

地
な
ど
、
通
常
と
は
違
っ
た
特

別
な
体
制
が
必
要
な
領
域
で
あ

る
。
今
後
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

の
中
で
、
民
間
の
力
も
お
借
り

す
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
に

入
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

日
全
日
開
催
が
試
行
さ
れ
た
本

町
小
学
校
で
は
大
き
な
成
果
が

出
て
い
る
。
ア
今
後
全
校
で
実

施
す
る
の
か
。
イ
体
育
館
の
優

先
的
活
用
を
検
討
し
な
い
か
。

ウ
共
通
す
る
事
務
を
シ
ス
テ
ム

化
で
き
な
い
か
。

部
長　

ア
全
校
週
５
日
開
催

を
目
指
す
。
イ
利
用
意
義
は
大

き
く
、
方
法
も
含
め
検
討
す
る
。

ウ
全
体
共
有
す
る
中
で
共
通
の

仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

❸
総
合
的
な
放
課
後
対
策
を

行
う
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を

含
め
、
し
っ
か
り
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

市
長　

放
課
後
の
過
ご
し
方

は
重
要
で
あ
り
、
教
育
委
員
会

と
し
っ
か
り
取
り
組
み
た
い
。

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

世
界
各
地
で
猛
威
を
振
る
い
、

感
染
者
数
の
増
加
が
世
界
の
脅

威
に
な
っ
て
お
り
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は

予
防
の
啓
発
を
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
対
策
を
国
、
東
京
都
、
他

の
自
治
体
と
の
連
携
で
進
め
、

感
染
拡
大
を
抑
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。 

ア
初
期
症
状
の
確
認
、

周
知
と
現
状
の
対
応
を
問
う
。

イ
隔
離
室
の
あ
る
対
応
可
能
な

近
隣
病
院
の
周
知
は
。
ウ
感
染

症
リ
テ
ラ
シ
ー
の
周
知
を
。

部
長　

ア
感
染
症
の
疑
い
が

あ
る
場
合
、
保
健
所
が
受
診
調

整
を
行
う
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
周
知
及
び
的
確
な
相
談
窓
口

を
案
内
で
き
る
よ
う
全
職
員
へ

の
共
通
認
識
を
図
る
。
イ
か
か

り
つ
け
医
に
あ
ら
か
じ
め
連
絡

し
た
上
で
受
診
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
た
い
。
ウ
こ
ま

め
な
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

な
ど
、
庁
舎
や
各
施
設
で
の
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
を
行
い
、
予
防

策
を
周
知
し
て
い
る
。

❷
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
２
０
３
０
ア
ジ

ェ
ン
ダ
に
の
っ
と
っ
た
市
の
取

組
を
問
う
。
ア
各
課
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
関
す
る
対
応
は
。
イ
環
境

教
育
の
現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

部
長　

ア
庁
内
向
け
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
各
課
に
お

い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま
え
た
計

画
策
定
の
検
討
、
市
民
講
座
の

開
催
等
、
市
民
へ
の
周
知
に
努

め
て
い
る
。
イ
持
続
可
能
な
社

会
の
作
り
手
と
な
る
よ
う
取
組

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

昨
年
秋
に
市
の
総
合
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
た
。
ア
来
場
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
は
。

イ
今
こ
そ
参
集
訓
練
を
始
め
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
。
ウ
町
会
長

や
自
主
防
災
会
長
な
ど
と
の
グ

ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
作
り
、
市

か
ら
防
災
情
報
を
発
信
し
て
は
。

エ
暴
風
雨
や
締
め
切
っ
た
家
屋

内
で
は
防
災
無
線
は
聞
こ
え
な

い
と
思
わ
れ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
Ｆ
Ｍ
は
発
災
時
に
有
効
な
ツ

ー
ル
と
考
え
ら
れ
な
い
か
。

部
長　

ア
自
主
防
災
組
織
向

け
に
11
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
。
案
内
表
示
が
少
な
い
、

訓
練
が
多
過
ぎ
る
等
の
意
見
が

あ
り
、
来
年
度
の
効
果
的
な
訓

練
に
い
か
し
た
い
。
イ
参
集
訓

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

希
望
す
る
部
活
動
が
進
学
す

る
中
学
校
に
無
く
、
隣
の
中
学

校
に
あ
る
場
合
に
、
部
活
動
を

理
由
と
し
た
中
学
校
進
学
の
選

択
肢
を
生
徒
に
与
え
る
べ
く
問

う
。
ア
他
校
と
の
合
同
部
活
動

の
可
能
性
は
。
イ
新
規
部
活
動

の
設
置
に
向
け
外
部
指
導
員
を

配
置
し
た
例
は
あ
る
か
。
ウ
小

学
校
児
童
の
ク
ラ
ブ
活
動
や
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

適
切
な
部
活
動
の
設
置
・
改
廃

を
し
て
い
る
か
。
エ
多
摩
26
市

中
21
市
が
部
活
動
を
理
由
と
し

て
学
校
の
選
択
肢
を
生
徒
に
与

え
て
い
る
。
新
規
部
活
動
の
設

置
が
計
画
的
に
で
き
る
状
況
で

な
く
、
合
同
部
活
動
の
可
能
性

も
な
く
、
既
存
部
活
動
の
維
持

が
精
一
杯
で
あ
る
こ
と
が
諸
般

の
事
情
で
仕
方
の
な
い
こ
と
で

あ
れ
ば
、
教
育
環
境
の
充
実
や

生
徒
自
身
の
満
足
度
を
考
え
た

場
合
、
部
活
動
を
理
由
と
し
て

中
学
校
進
学
の
選
択
肢
を
生
徒

に
与
え
る
こ
と
が
唯
一
の
解
決

策
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

部
長　

ア
双
方
の
学
校
に
部

活
動
が
あ
る
こ
と
が
前
提
。
イ

そ
の
よ
う
な
例
は
な
い
。
ウ
小

学
校
で
の
活
動
状
況
に
応
じ
て

短
期
間
で
新
た
な
部
活
動
を
設

置
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
。

教
育
長　

エ
そ
の
子
ら
し
さ

を
最
大
限
伸
ば
す
た
め
、
良
い

シ
ス
テ
ム
を
考
え
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

■
そ
の
他
、
小
学
校
の
通
学
区

域
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
質

問
し
ま
し
た
。

練
は
、
準
備
と
実
行
に
は
一
定

の
検
討
を
要
す
る
が
、
導
入
を

考
え
た
い
。
ウ
グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
は
、
平
常
時
の
情
報
提
供

に
も
有
効
と
感
じ
て
い
る
た
め
、

研
究
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

エ
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
罹
災
証
明
書
発
行
の
ペ
ー
ジ

が
非
常
に
分
か
り
づ
ら
い
の
で
、

改
良
を
提
案
し
ま
し
た
。

昨年の総合防災訓練の模様

ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ
コ

庁
内
リ
ス
ク
管
理
の
構
築

ご
み
減
量
施
策
の
拡
充

「
思
い
や
り
の
バ
ト
ン
」を

引
き
継
い
で
い
こ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
を

多
胎
児
家
庭
へ
の
支
援
を

強
化
す
べ
き

学
童
保
育
と
放
課
後
施
策

の
充
実
と
未
来
を
問
う

部
活
動
を
理
由
と
し
た

中
学
校
進
学
の
選
択
肢
を

小
金
井
市
の
更
な
る

防
災
体
制
に
つ
い
て
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